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家庭ごみ排出量の
減量について

一層のごみの
減量・資源化を推進
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A.全職員対象に研修を予定

Q.
食
品
ロ
ス
の
削
減
は

A.
何
が
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検
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い
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い わ む ら
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Q
令
和
３
年
度
の
塵
芥
処
理
運

搬
業
務
委
託
料
は
、
１
億
１

２
７
７
万
２
０
０
０
円
と
令
和
２

年
度
に
比
べ
９
４
１
万
３
０
０
０

円
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
同
様

に
１
億
１
０
７
２
万
６
０
０
０
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
令
和
３
年

度
に
比
べ
２
０
４
万
６
０
０
０
円

減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
廃
棄
物
処
理
委
託
料
に
つ
い
て

も
同
様
に
６
７
８
万
３
０
０
０
円

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
増

減
額
の
内
容
は
何
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

塵
芥
処
理
運
搬
業
務
委
託
料

は
毎
年
、
前
年
度
の
ご
み
の
運
搬

実
績
を
踏
ま
え
、
予
算
を
決
定
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
ご
み
の

運
搬
量
が
増
え
る
と
推
計
し
増
額

し
た
。
令
和
４
年
度
は
、
ご
み
の

運
搬
量
が
減
る
こ
と
と
、
運
搬
先

が
北
名
古
屋
工
場
と
な
っ
た
た
め

減
額
と
し
た
。

　
ま
た
、廃
棄
物
処
理
委
託
料
は
、

令
和
４
年
度
は
ご
み
の
量
が
減
る

と
推
計
し
た
の
で
減
額
し
た
も
の

で
あ
る
。

Q
令
和
２
年
度
か
ら
、
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
を
開
始

し
た
の
で
あ
れ
ば
、
既
に
２
カ
年

の
計
画
遂
行
実
績
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
私
は
、
町
内
在
住
で
、
家
庭
生

活
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
令
和
２

年
３
月
の
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
」
を
説
明
さ
れ
た
記
憶
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
計
画
は
問
題
共
有
を
す
る

た
め
、
住
民
に
親
切
丁
寧
に
説
明

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
施
策

の
実
施
時
期
と
効
果
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

令
和
２
年
度
の
計
画
策
定
に

あ
わ
せ
、
要
約
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
周
知
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
目
標
年
次
に
向
け
、
ご

み
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

Q
愛
知
県
が
計
画
し
て
い
る
廃

棄
物
処
理
計
画
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
で
、

ス
タ
ー
ト
時
を
一
人
一
日
当
た
り

５
２
０
ｇ
と
し
、
目
標
を
一
人
一

日
当
た
り
４
８
０
ｇ
と
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
町
の
計
画
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
令
和
２
年
度
で
一

人
一
日
当
た
り
６
２
０
ｇ
で
令
和

16
年
度
の
目
標
で
一
人
一
日
当
た

り
５
４
０
ｇ
。
総
合
計
画
に
至
っ

て
は
、
令
和
11
年
度
で
一
人
一
日

当
た
り
５
６
５
ｇ
（
換
算
値
）
で

あ
り
、
県
の
計
画
の
開
始
時
の
値

に
も
程
遠
い
低
い
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
を
鑑

み
、
一
体
、
何
に
基
づ
き
ど
の
様

な
減
量
対
策
を
実
施
し
て
い
く
の

か
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

A
生
活
福
祉
部
長

議
員
の
ご
指
摘
の
と
お
り
、

本
町
は
県
内
の
他
の
市
町
村
と
比

べ
、
ご
み
の
排
出
量
が
多
く
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
低
い
状
況
で
あ
る
。

ご
み
の
排
出
量
が
多
い
こ
と
は
大

き
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
ご
み

減
量
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

向
上
な
ど
に
努
め
て
い
く
。
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